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６月定例会及び臨時会

　●６月定例会・臨時会の主な議決内容・・・・２～４

　●４議員が一般質問・・・・・・・・・・・・４～９

　●その他・・・・・・・・・・・・・・・・・９～ 10

「みちのく交流事業」（福島県児童生徒交流事業）「みちのく交流事業」（福島県児童生徒交流事業）

ようこそ、南大隅町へ。ようこそ、南大隅町へ。
　　　　　笑顔の５日間を過ごせたかな。　　　　　笑顔の５日間を過ごせたかな。

　昨年の原発事故で警戒区域に指定さ

れ、100 キロ離れた廃校跡地で授業を受

けている福島県大熊町の大野小学校と熊

町小学校の児童 17 人を招待。

（写真は大浜海水浴場で久々の海を満喫する福島県児童の笑顔）
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　６月定例会は、本庁議事堂にて 12 日から 19 日まで８日間の会期で開

催されました。平成 24 年度一般会計補正予算（第１号）など議案 10 件、

報告１件について審議され、原案どおり可決されました。また、陳情１

件については経済建設常任委員会に付託し継続審査となりました。

会計区分 補　正　額 補正後の総額 主な補正内容

一　 般　 会　 計
（ 補 正 第 １ 号 ） 26,041 千円 5,583,808 千円

・ 歳入は地域支え合い体制づくり事業、
くらし安心ネットワーク事業等、歳出
は事業に係る経費と人事異動の人件費
等

国　 保　 特　 会
（ 補 正 第 １ 号 ） 92,766 千円 1,488,978 千円 ・ 後期高齢者支援金増額、財源更正等

簡 易 水 道 特 会
（ 補 正 第 １ 号 ） 8,896 千円 282,673 千円 ・ 城内地区工事請負費、人件費等

診 療 所 特 会
（ 補 正 第 1 号 ） 701 千円 80,340 千円 ・ 佐多診療所修繕料、人件費等

介 護 保 険 特 会
（ 保 険 事 業 勘 定 ）
（ 補 正 第 １ 号 ）

5,601 千円 1,213,012 千円 ・ 基金積立、財源更正等

平成 24年度 補正予算

条
例
関
係

報　
　

告

▼
平
成
23
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

▼
暴
力
団
排
除
条
例
制
定
に

つ
い
て

▼
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産

等
の
被
害
防
止
施
策
推
進

の
た
め
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
を
設
置
し
、
出
動
し

た
際
の
日
額
報
酬
と
し
て

六
千
円
を
新
た
に
加
え
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【事業名と繰越額】

①消防団安全対策設備整備事業　（11,735,000円）
②佐多小学校プール建設事業　　（77,230,000円）
③道路橋梁災害復旧事業　　　　（13,480,000円）

　
「
市
町
村
が
行
う
契
約
や

事
務
事
業
か
ら
の
暴
力
団

排
除
の
徹
底
」、「
青
少
年

に
対
す
る
暴
力
団
排
除
教

育
の
推
進
」
等
の
規
定
を

盛
り
込
み
、
地
域
社
会
か

ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
対

策
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
制
定
す
る
も
の

で
す
。

␒
豆
知
識
␓

　
　

 ␎
繰
越
明
許
費
␏
っ
て
何
？

　
　

 

性
質
上
、
年
度
内
に
支
出

を
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の

あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
翌

年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
こ
と
で
す
。

Ａ
、

Ｑ
、 



南大隅町議会だより

－ 3－

（第 29号） 　 平成 24年 8月発行

▼
印
鑑
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▼
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
及
び
外
国
人
登
録

制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
用

語
の
整
理
及
び
文
言
の
修

正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　

地
方
税
法
及
び
国
有
資

産
等
所
在
市
町
村
交
付
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
、
地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

等
の
公
布
に
伴
い
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

佐
多
伊
座
敷
の｢

島
泊

向
江
線｣

を
廃
止
し
、
新

た
に
、
島
泊
港
橋
か
ら
島

泊
漁
港
ま
で
の
延
長
151
ｍ

を｢

島
泊
向
江
線｣

と
し

て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

␒
豆
知
識
␓

　
　

 ␎
臨
時
会
␏
っ
て
何
？

　
　

 

議
会
に
は
␎
定
例
会
␏

が
条
例
に
よ
り
、
定
期

的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

␎
臨
時
会
␏
は
必
要
が
あ

れ
ば
回
数
に
制
限
な
く

開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
、

Ｑ
、 

そ
の
他

▼
町
道
の
路
線
廃
止
及
び
認

定
に
つ
い
て

▼
基
幹
系
電
算
処
理
サ
ー

バ
ー
機
器
購
入
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

基幹系電算処理サーバー機器購入について
議会の議決に付すべき条例に基づき、購入
するものです。
●契約の方法　　　随意契約
●契約金額　　　　9,379,650 円
●契約の相手方　　鹿児島県町村会

契　
　

約

承　

認（
専
決
処
分
）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の総額 主な補正内容

一 般 会 計
（ 補 正 第 ８ 号 ） 267,963 千円 6,853,453 千円 ・ 地方交付税等の確定による財源

調整

国 保 特 会
（ 補 正 第 ４ 号 ） △ 46,247 千円 1,389,268 千円 ・ 保険給付費等に係る調整

簡 易 水 道 特 会
（ 補 正 第 ５ 号 ） △ 1,766 千円 281,193 千円 ・ 事業確定による減額等

診 療 所 特 会
（ 補 正 第 ４ 号 ） 377 千円 68,229 千円 ・ 派遣医師負担金額等確定による

増額等

介 護 保 険 特 会
（ 保 険 事 業 勘 定 ）
（ 補 正 第 3 号 ）

△ 18,868 千円 1,174,454 千円 ・ 事業確定による減額等

平成 23年度 補正予算

南大隅町例規集

本庁電算室

第１回臨時会
　５月 21 日に開催し、

平成 23 年度補正予算な

ど専決処分の承認 6 件

と、消防設備品契約など

議案２件を審議し、原案

のとおり可決しました。
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条
例
関
係

契　
　

約

契　
　

約

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
消
防
団
員
安
全
対
策
設
備

品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
、
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
等
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
で
す
。

【契約の内容】
１．契約の目的　　消防団員安全対策
　　　　　　　　  設備品購入
　　（発動発電機７台･燃料携行缶７個・バルーン投光
　　 器15台・トランシーバー75台）

２．契約の方法　　指名競争入札
３．契 約 金 額　　6,084,225円
４．契約の相手方　　 株式会社
　　　　　　　  　鹿児島消防防災

【契約の内容】

１．契約の目的　　小型動力ポンプ付積載車購入
２．契約の方法　　指名競争入札
３．契約の金額　　8,607,474 円
４．契約の相手方　株式会社　鹿児島消防防災

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
承
認
に
つ
い
て

６月の豪雨災害の復旧にかかる経費執行について、
補正予算を計上したものです。
○補　  正  　額　　　　  １９，９７６千円
○補正後の金額　　５，６０３，７８４千円
※ 「農林水産業費」「土木費」「災害復旧費」に災害
復旧に係る経費を計上し、その財源として歳入予
算に「財政調整基金繰入金」を計上するものです。

承　

認（
専
決
処
分
）

␒
豆
知
識
␓

　
　

 

物
品
の
購
入
に
は
議
会

の
議
決
が
必
要
な
の
？

　
　

 

条
例
等
で
、
契
約
の
内

容
と
金
額
に
一
定
の
条

件
を
定
め
て
お
り
、
そ

れ
を
超
え
る
も
の
は
議

決
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ａ
、

Ｑ
、 

一般質問
　６月議会では、４
議員より一般質問が
ありました。その要
旨は次のとおりです。

【
牧
】
自
衛
隊
佐
多
辺
塚
射
撃

場
周
辺
の
見
学
者
用
駐
車
場

建
設
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
射
撃
場
周
辺
の
土
地

は
、
県
道
敷
地
を
除
き
ほ
と

ん
ど
が
総
理
府
の
所
有
管
轄

で
す
。
訓
練
期
間
中
は
来
場

者
も
多
く
駐
車
場
と
し
て
の

必
要
性
も
十
分
に
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
防
衛
機
密
の
保

持
の
観
点
か
ら
も
難
し
い
状

況
で
す
。

牧勝 議員

駐
車
場
建
設
に
つ
い
て

第２回臨時会
　７月６日に開催し、豪

雨災害による補正予算の

専決処分承認１件と、消

防車両契約の議案１件を

審議し、原案のとおり可

決しました。

ま
た
、
現
地
の
地
形
形
状
も
、

海
岸
よ
り
急
峻
で
あ
る
た
め

建
設
条
件
と
し
て
も
厳
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
牧
】
南
西
諸
島
等
の
警
戒
・

警
備
・
情
報
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
学
校
跡
地
の
活
用
を

考
慮
す
る
な
ど
、
佐
多
観
光

に
も
一
役
す
る
の
で
は
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
現
在
は
漁
業
補
償
等

の
関
係
か
ら
６
月
か
ら
８
月

ま
で
の
３
ヶ
月
間
を
訓
練
機

関
と
し
て
お
り
、
延
べ
３
千

人
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
訓
練
期
間
中
は
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
や
雨
期
被
害

時
の
人
的
簡
易
復
旧
へ
の
協

力
な
ど
隊
員
の
貢
献
度
が
大

き
く
、
ま
た
、
全
て
地
元
食

材
の
活
用
を
い
た
だ
き
地
産

地
消
効
果
が
発
現
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
経
済
等
に
こ
の

よ
う
な
波
及
効
果
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
常
駐
部
隊
の
誘
致

に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
業
補

自
衛
隊
常
駐
部
隊
誘
致

に
つ
い
て



南大隅町議会だより

－ 5－

（第 29号） 　 平成 24年 8月発行

辺塚の射撃訓練場の様子

償
等
と
の
影
響
関
連
も
協
議
、

調
整
し
な
が
ら
今
後
と
も
重

要
な
こ
と
と
し
て
捉
え
、
期

間
延
長
も
含
め
機
会
あ
る
ご

と
に
関
係
機
関
へ
要
望
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
牧
】
海
産
物
の
水
揚
げ
が

減
少
す
る
中
、
担
い
手
不
足
、

後
継
者
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
る
が
、
水
産
振
興
を
図
る

推
進
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
漁
礁
の
設
置
や
藻
場

の
造
成
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
自
然
石
に
よ

る
築
磯
の
整
備
や
大
型
漁
礁

の
設
置
を
図
り
、
前
年
度
は

佐
多
大
泊
沖
に
１
億
５
千
万

円
の
事
業
費
で
大
型
の
漁
礁

が
設
置
さ
れ
、
藻
場
造
成
と

併
せ
て
マ
ダ
イ
な
ど
の
稚
魚

放
流
事
業
を
年
次
的
に
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

水
産
専
門
員
の
育
成
配
置
に

つ
き
ま
し
て
、
本
町
は
２
漁

協
を
主
と
し
た
漁
業
振
興
が

図
ら
れ
て
お
り
、
年
間
を
通

じ
た
漁
業
体
系
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
、
漁
業

従
事
者
の
高
齢
化
対
策
や
担

い
手
育
成
、
技
能
技
術
継
承

な
ど
効
率
的
な
振
興
の
た
め
、

県
振
興
局
他
関
係
漁
協
な
ど

と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら

事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

で
す
。
今
後
は
、
関
係
漁
協

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
県
下
の
状
況
な
ど
調
査

の
う
え
、
協
議
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
鹿
児
島
県
漁
連
が

行
う
漁
業
担
い
手
確
保
育
成

対
策
事
業
や
漁
師
塾
な
ど
を

活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

な
お
一
層
の
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
24
年
度
の
施
政
方
針
で
、

今
ま
で
の
「
農
商
工
連
携
・
定

住
促
進
・
健
康
づ
く
り
」
に

｢

観
光
振
興｣

を
加
え
、
こ
れ

ら
を
施
策
の
中
心
に
掲
げ
て

い
る
が
、
町
長
の
考
え
る
「
南

大
隅
町
が
目
指
す
べ
き
観
光
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺

う
。

【
町
長
】
南
大
隅
町
総
合
振

興
計
画
の
基
本
的
構
想
に
基

づ
い
て
観
光
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
時
代
と
共
に
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

以
前
の
観
る
観
光
か
ら
体
験

す
る
観
光
へ
変
わ
り
つ
つ
あ

る
昨
今
、
国
・
県
と
の
連
携

の
も
と
佐
多
岬
を
中
心
と
し

た
ハ
ー
ド
事
業
の
整
備
を
図

り
な
が
ら
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
教

育
旅
行
の
推
進
、
空
き
家
を

利
用
し
た
ウ
イ
ク
リ
ー
ハ
ウ

ス
の
活
用
な
ど
の
ソ
フ
ト
事

業
を
実
施
し
、
農
家
・
漁
家
・

商
工
会
等
と
連
携
し
所
得
の

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

利
用
し
た
情
報
を
発
信
し
交

流
人
口
を
増
や
す
た
め
の
施

策
を
展
開
し
町
の
活
性
化
に

繋
げ
る
こ
と
が
「
南
大
隅
町

が
目
指
す
観
光
」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
観
光
振
興
を
図
る
た
め
に

も
観
光
協
会
を
設
立
す
る
考

え
は
な
い
か
。
具
体
的
な
考

え
を
伺
う
。

【
町
長
】
今
後
の
観
光
協
会
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
外
郭
団

体
等
に
も
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
説
明
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
仮
設

置
で
も
、
と
り
あ
え
ず
観
光

協
会
を
立
ち
上
げ
、
事
業
費

に
つ
い
て
は
予
算
計
上
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
・
み
な
と

公
園
周
辺
を
観
光
交
流
ゾ
ー

ン
と
位
置
づ
け
、
人
、
物
に

よ
る
地
域
間
交
流
に
取
り
組

む
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
具

体
策
を
伺
う
。

【
町
長
】
具
体
策
と
し
て
、
九

州
新
幹
線
開
業
に
伴
う
大

隅
半
島
へ
の
観
光
客
の
誘
致

な
ど
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
事
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
南

鹿
児
島
湯
っ
た
り
船
旅　

き

ば
れ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
に
よ
る
大
隅
半
島
周
遊

バ
ス
ツ
ア
ー
」
も
実
施
さ
れ
、

ま
た
、「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
弾
丸

ツ
ア
ー
」
も
格
安
で
募
集
さ

れ
、
毎
週
土
曜
日
関
西
方
面

か
ら
佐
多
岬
を
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
観
光
課

が
作
成
し
ま
し
た
、
今
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
大
隅

半
島
へ
行
こ
う
「
お
お
す
み

観
光
100
選
」
に
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
大
隅
半
島
モ
デ

ル
コ
ー
ス
で
４
コ
ー
ス
ほ
ど

南
大
隅
町
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い

沿
岸
漁
業
に
つ
い
て

水谷俊一 議員

観
光
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
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受
け
入
れ
る
農
家
民
宿
・
既

存
の
宿
泊
施
設
さ
ら
に
空
き

家
の
ウ
イ
ク
リ
ー
ハ
ウ
ス
に

滞
在
し
な
が
ら
の
農
業
・
漁

業
体
験
、
歴
史
探
訪
等
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
よ
る
収
入
増
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

⑤
佐
多
岬
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
さ
た
で
い
ラ
ン
ド
・
道

の
駅
根
占
な
ど
の
観
光
施
設

を
ど
の
よ
う
に
我
が
町
の
観

光
振
興
に
反
映
し
て
い
く
考

え
か
伺
う
。

【
町
長
】
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管

理
者
が
独
自
で
営
業
を
お
こ

な
っ
て
い
て
も
効
果
が
現
れ

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
お

互
い
情
報
を
共
有
し
、
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光

交
流
物
産
館
「
な
ん
た
ん
市

場
」
で
行
っ
て
い
ま
す
観
光

案
内
で
、
そ
れ
ら
の
施
設
を

含
め
町
内
の
観
光
施
設
、
食

堂
な
ど
の
利
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
内
の
観
光
施
設
は
、
最

南
端
、
佐
多
岬
の
発
展
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
活

か
さ
れ
、
利
用
効
果
が
上
が

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
情
報

発
信
に
努
め
観
光
振
興
に
反

映
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

⑥
過
去
２
年
間
の
「
南
大
隅

町
ふ
る
さ
と
検
定
」
に
よ
り
、

171
名
の
「
南
大
隅
マ
ス
タ
ー
」

と
、
38
名
の
「
シ
ニ
ア
マ
ス

タ
ー
」
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
を

ど
の
よ
う
に
我
が
町
の
観
光

振
興
に
役
だ
立
て
て
い
く
考

え
か
伺
う
。

【
町
長
】
こ
の
検
定
事
業
の
目

的
で
あ
る
素
養
者
の
育
成
は

達
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
素

養
者
に
対
し
て
の
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
行
い
、

知
識
と
技
術
の
伴
っ
た
観
光

事
業
へ
寄
与
す
る
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
検
定

事
業
の
成
果
と
観
光
事
業
へ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
宇
野
】
こ
の
大
会
を
町
の
活

性
化
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
と
取
り
組
み

方
で
大
き
な
成
果
が
見
込
ま

れ
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て

の
歓
迎
体
制
を
伺
う
。

【
町
長
】
本
大
会
に
お
け
る
本

町
の
一
番
の
目
的
は
、
期
間

中
の
関
係
者
の
宿
泊
な
ど
の

経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

り
ま
す
が
、
大
会
を
通
し
て
、

本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
大
会
開

催
後
に
継
続
し
て
大
学
自
転

車
部
の
合
宿
誘
致
等
を
行
う

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
観
光
・

物
産
販
売
促
進
策
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
会
場
内
で
の
「
臨

時
観
光
案
内
ブ
ー
ス
」、
物
産

協
会
に
よ
る
「
観
光
・
物
産

販
売
所
」
を
開
設
し
て
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や

地
場
産
物
や
食
事
の
お
も
て

な
し
を
行
い
、
大
学
の
合
宿

誘
致
に
向
け
た
要
望
調
査
も

行
う
計
画
で
す
が
、
今
後
も

本
大
会
の
成
功
と
本
町
の
活

性
化
の
方
策
と
を
併
せ
て
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
宇
野
】
町
長
任
期
も
残
り

９
ヶ
月
と
な
り
、
仕
上
げ
と

し
て
の
目
標
と
す
る
事
業
と

内
容
を
伺
う
。

【
町
長
】
ま
ず
、
一
番
目
は
農

商
工
連
携
で
、
食
材
加
工
セ

ン
タ
ー
と
な
ん
た
ん
市
場
を

セ
ッ
ト
に
し
た
第
一
次
産
業

か
ら
三
次
産
業
ま
で
の
産
業

従
事
者
の
所
得
向
上
で
す
。

二
番
目
の
定
住
促
進
策
で
は

「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
」
を

目
的
に
、
新
築
住
宅
の
促
進

に
加
え
、
空
き
家
情
報
提
供
・

活
用
に
よ
る
移
住
や
定
住
の

促
進
で
す
。
三
番
目
の
健
康

づ
く
り
で
は
予
防
措
置
と
し

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や

施
設
の
整
備
に
よ
る
健
康
志

宇野仁一 議員

イ
ン
カ
レ
自
転
車
大
会

に
つ
い
て

町
長
職
に
つ
い
て

と
考
え
て
い
ま
す
。

④
施
政
方
針
の
中
で
度
々

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
」

に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
具
体
策
を
伺
う
。

【
町
長
】
本
町
は
従
来
か
ら

「
か
ら
い
も
交
流｣
に
よ
る
留

学
生
と
の
交
流
や
東
京
農
大

生
の
受
入
れ
な
ど
の
民
泊
型

交
流
が
実
施
さ
れ
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
主
と
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
素

地
は
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
主
流

は
体
験
型
教
育
旅
行
が
メ
イ

ン
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
と
し

て
は
鹿
児
島
県
の
体
験
型
教

育
旅
行
の
ほ
と
ん
ど
を
取
り

扱
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ

コ
・
リ
ン
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
連
携
し
、
25
年
５
月
の

教
育
旅
行
の
受
入
を
目
指
し
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
受

入
農
家
の
体
制
整
備
の
た
め

の
講
習
会
の
開
催
、
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
と
し
て
み
ち
の
く
児

童
生
徒
交
流
事
業
の
推
進
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
一
般
客
を
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向
へ
の
啓
発
、
ま
た
検
診
率

向
上
に
よ
る
高
額
医
療
費
の

対
象
者
や
が
ん
等
の
未
然
防

止
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
山

川
・
根
占
航
路
の
更
な
る
安

定
運
行
を
広
域
的
に
推
進
し
、

今
年
度
よ
り
悲
願
で
あ
り
ま

す
佐
多
岬
観
光
の
再
開
発
を

急
務
課
題
と
し
て
前
進
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　

時
代
の
す
う
勢
と
共
に
、

社
会
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
施
策
目
標
達
成
に
向
け
て
、

今
年
度
も
さ
ら
に
努
力
す
る

考
え
で
す
。

①
水
産
業
担
い
手
に
つ
い
て
、

人
材
育
成
を
農
業
と
同
様
な

形
で
生
活
支
援
し
な
が
ら
進

め
、
人
口
増
に
繋
が
る
政
策

と
し
て
の
条
例
制
定
の
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
漁
業
担
い
手
の
育
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
児
島

県
漁
連
が
行
い
ま
す
漁
業
担

い
手
確
保
育
成
対
策
事
業
や

漁
師
塾
な
ど
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
な
お
一
層
の
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

水
産
業
振
興
と
そ
の
基
盤
づ

く
り
の
た
め
、
地
元
漁
協
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ま

た
、
県
下
の
整
備
状
況
な
ど

を
調
査
の
う
え
、
担
い
手
育

成
に
関
す
る
要
綱
な
ど
の
整

備
検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

②
農
業
・
畜
産
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
し
て
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
技
術
指
導
員
体
制

が
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
水

産
振
興
に
つ
い
て
も
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
設
置
を
考
え
ら
れ
な

い
か
伺
う
。

【
町
長
】
本
町
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
魚
価
の

低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
水
産
振
興
の
た

め
の
専
門
的
な
指
導
者
の
設

置
な
ど
、
そ
の
必
要
性
は
充

分
理
解
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
関
係
漁
協
や
県
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
県
下
の

状
況
な
ど
調
査
の
う
え
、
協

議
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

①
指
定
管
理
者
に
対
し
て
は

行
政
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

り
、
全
て
に
お
い
て
監
査
権

を
持
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
７

月
か
ら
の
指
定
管
理
者
と
の

協
議
体
制
を
伺
う
。

【
町
長
】
当
該
施
設
は
、
７
月

１
日
か
ら
新
た
な
指
定
管
理

者
「
株
式
会
社　

薩
摩
お
ご

じ
ょ
企
画
」
が
管
理
・
運
営

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
体
制
に
つ
い
て
で
す

が
、
基
本
的
に
、
５
月
21
日
、

指
定
管
理
者
と
締
結
し
ま
し

た
「
南
大
隅
町
佐
多
岬
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
及

び
、
こ
れ
か
ら
締
結
し
ま
す

「
年
度
協
定
書
」
に
基
づ
き
管

理
運
営
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

今
後
、
７
月
以
降
の
予
約

受
付
状
況
等
を
含
め
、
最
終

の
引
継
協
議
を
実
施
し
て
い

く
と
こ
ろ
で
す
。

②
宿
泊
の
場
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
観
光
面
・
レ
ジ
ャ
ー
、

そ
し
て
癒
し
の
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
に
周
辺
整
備
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

【
町
長
】
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

前
の
キ
ャ
ン
プ
場
、
海
岸
、
道

路
は
県
管
理
と
し
て
整
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
プ

場
は
県
か
ら
の
委
託
金
に
よ

り
年
５
回
ほ
ど
伐
採
、
除
草

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
道
路

に
つ
い
て
は
、
生
活
道
路
と
し

て
利
用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、

ロ
ー
ド
パ
ー
ク
全
線
の
整
備

と
共
に
必
要
な
整
備
に
つ
い

て
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

く
考
え
で
す
。
ま
た
、
海
岸

に
つ
い
て
は
砂
が
流
失
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
表
砂
の
搬

入
が
で
き
な
い
か
県
に
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
施
設
を
中
心
と
し
た
観
光

プ
ラ
ン
を
伺
う
。

【
町
長
】
指
定
管
理
者
が
行
う

誘
客
プ
ラ
ン
と
併
せ
て
、
お

お
す
み
観
光
100
選
の
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
宣
伝
、
フ
ル
ム
ー

ン
旅
行
と
し
て
の
再
訪
提
案
、

大
隅
半
島
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー

の
宿
泊
プ
ラ
ン
、
佐
多
岬
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ト
ビ
ウ

オ
す
く
い
宿
泊
プ
ラ
ン
等
を

計
画
し
、
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
（
大
浜
沖
・
町
・
今
市
沖
）

説
明
会
等
で
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な

報
告
を
受
け
た
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
平
成
23
年
11
月
10
日
、

町
・
今
市
沖
の
説
明
会
で
は
、

水
産
振
興
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運

営
に
つ
い
て

竹之内勝男 議員

海
砂
採
取
に
つ
い
て
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採
取
予
定
地
区
に
入
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
地
域
説
明
会

の
中
止
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
原
・
舟
木
沖
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
、
採
取
予
定
地
区

と
し
て
決
定
さ
れ
て
お
り
同

海
域
の
漁
業
権
を
有
す
る
ね

じ
め
漁
協
も
同
意
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
説
明
会
を
行

う
な
ど
を
指
示
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

③
町
沖
の
試
掘
に
よ
る
調
査

結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
伺

う
。

【
町
長
】
採
取
し
た
砂
の
評
価

は
採
取
業
者
が
行
っ
て
お
り
、

県
及
び
当
町
と
し
ま
し
て
は
、

そ
の
砂
質
等
に
つ
い
て
評
価

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
砂
質

と
し
て
は
不
向
き
で
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

④
町
・
今
市
沖
か
ら
大
浜
沖

に
変
更
し
た
最
大
の
理
由
は

何
か
伺
う
。

【
町
長
】
鹿
児
島
海
砂
採
取
対

策
委
員
会
と
し
て
は
、
町
沖

の
試
掘
調
査
結
果
、
骨
材
資

源
と
し
て
適
さ
な
い
と
の
こ

と
が
判
明
し
、
当
初
か
ら
原
・

舟
木
沖
の
採
取
を
計
画
さ
れ

た
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

⑤
安
心
し
て
住
め
る
安
全
な

町
づ
く
り
に
海
岸
線
は
除
外

さ
れ
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
海
岸
線
を
町
づ
く
り

の
事
業
推
進
上
の
取
り
組
み

か
ら
除
外
す
る
考
え
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
海
岸
線
の
影
響

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
３

月
に
県
に
お
き
ま
し
て
、
海

砂
採
取
海
域
の
深
浅
測
量
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
海

砂
採
取
に
よ
る
沿
岸
部
の
地

形
な
ど
に
影
響
は
無
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
先
に
行
い
ま

し
た
地
域
説
明
会
に
お
き
ま

し
て
、
県
河
川
課
、
大
隅
地

域
振
興
局
担
当
者
職
員
か
ら
、

そ
の
こ
と
を
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑥
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
・
ツ
キ
ヒ
貝

類
は
数
年
以
上
前
か
ら
全
然

と
れ
な
い
。
キ
ビ
ナ
ゴ
漁
も

毎
年
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

本
年
は
何
も
と
れ
な
い
。
砂

が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
原
因

は
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】
県
に
お
き
ま
し
て
、

今
ま
で
に
県
西
部
海
域
の
海

砂
採
取
地
に
お
き
ま
し
て
、
漁

業
影
響
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
水
質
、

底
質
な
ど
の
科
学
的
成
分
に

ほ
と
ん
ど
差
が
認
め
ら
れ
な

い
が
、
一
部
の
漁
業
操
業
に
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
や
、
採
取

後
は
、
低
生
魚
介
類
の
生
息

環
境
が
変
化
す
る
な
ど
の
影

響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
砂
採
取
を
行
う

海
域
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

漁
業
者
と
事
前
に
十
分
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
事
や
採
取

工
法
に
つ
い
て
は
、
濁
り
を
抑

え
る
方
法
や
海
底
地
形
の
極

端
な
変
容
を
避
け
る
こ
と
な

ど
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
で
は
、
採
取
業
者
に

対
し
、
同
提
言
に
沿
っ
た
形

で
採
取
が
な
さ
れ
る
よ
う
指

導
さ
れ
て
お
り
、
海
砂
採
取

の
許
可
に
あ
た
っ
て
も
、
当

該
地
域
漁
場
の
実
情
を
十
分

把
握
し
て
い
る
地
元
漁
協
な

ど
の
同
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

今
市
・
町
一
統
会
の
役
員
10
名

が
出
席
さ
れ
、
台
風
時
な
ど

に
高
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る

事
な
ど
に
よ
る
反
対
意
見
や
、

役
員
だ
け
で
な
く
全
体
的
な

説
明
会
を
し
て
ほ
し
い
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
と
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

24
年
２
月
１
日
か
ら
５
月
29

日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
原
・

舟
木
沖
の
説
明
会
は
、
３
回

延
べ
49
名
の
地
域
の
方
々
が

出
席
さ
れ
、
砂
浜
や
海
岸
の

浸
食
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

専
門
的
に
調
査
す
べ
き
で
あ

る
。
台
風
災
害
な
ど
危
険
で

あ
る
。
提
出
し
た
要
望
書
の

重
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。
海

ガ
メ
保
護
対
策
の
た
め
な
ど

か
ら
の
、
採
取
反
対
の
意
見

が
あ
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

②
町
長
は
副
町
長
や
幹
部
職

員
に
ど
う
指
示
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

【
町
長
】
町
・
今
市
沖
の
採
取

に
つ
き
ま
し
て
は
、
試
掘
調
査

の
結
果
、
鹿
児
島
海
砂
採
取

対
策
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

を
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
ゴ
ー
ル
ド
ビ
ー
チ
大
浜
や

世
界
で
も
珍
し
い
辺
田
海
岸

の
御
影
石
は
、
南
大
隅
町
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い

る
か
伺
う
。

【
町
長
】
ゴ
ー
ル
ド
ビ
ー
チ
大

浜
の
砂
浜
や
辺
田
海
岸
の
御

影
石
は
、
南
大
隅
町
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
年
３
月
に
県
に
お
き

ま
し
て
、
海
砂
採
取
海
域
の

深
浅
測
量
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
沿
岸
部
の
地
形
な

ど
に
影
響
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ
り
、
地
域
説
明
会
に
お

き
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
を
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑧
宮
田
校
区
の
全
自
治
会
長

が
中
止
の
陳
情
書
を
議
会
議

長
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の

重
み
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
る
か
伺
う
。

【
町
長
】
陳
情
書
の
と
お
り
、

海
岸
線
の
多
く
が
霧
島
錦
江
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湾
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
ゴ
ー
ル
ド
ビ
ー
チ
や

景
観
保
護
な
ど
十
分
理
解
で

き
ま
す
し
、
後
世
に
残
し
て

い
く
べ
き
貴
重
な
資
源
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
中
止

の
陳
情
を
提
出
さ
れ
た
こ
と

の
重
み
は
十
分
理
解
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
本
町

の
地
形
は
秀
麗
な
自
然
景
観

と
表
裏
一
体
の
急
峻
な
山
河

で
形
成
さ
れ
、
何
時
、
何
処

で
災
害
が
お
き
て
も
お
か
し

く
な
い
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
公
共
工
事
の
多

く
に
海
砂
の
骨
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
長
期

的
に
は
他
海
域
で
の
採
取
や
、

シ
ラ
ス
を
骨
材
と
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
の
代
替
骨
材

の
利
用
促
進
・
ス
ラ
グ
な
ど

代
替
骨
材
の
実
用
化
な
ど
に

よ
り
、
海
砂
採
取
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

▼
総
務
常
任
委
員
会

　

５
月
21
日
に
町
内
の
雄
川

遊
歩
道
整
備
事
業
と
佐
多
岬

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
「
観

光
事
業
等
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
観
光
事
業
と

し
て
の
問
題
点
や
不
備
項
目

を
抽
出
し
、
来
訪
さ
れ
た
方
々

が
満
足
で
き
る
よ
う
、
次
の

点
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ
要

望
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
雄
川
遊
歩
道
に
つ

い
て
は
、
ト
イ
レ
の
整
備
・

車
両
等
の
離
合
場
所
の
増
設
・

遊
歩
道
内
の
距
離
等
案
内
表

示
板
の
設
置
に
つ
い
て
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
多
岬
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

漂
流
物
な
ど
ゴ
ミ
が
環
境
を

損
ね
て
い
る
た
め
処
理
対
応

の
検
討
要
望
・
コ
ー
ス
内
に

事
故
や
初
心
者
に
対
応
で
き

る
避
難
道
な
ど
の
整
備
を
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
要

旨
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

尚
、
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て

は
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

▼
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

５
月
15
日
に
町
内
各
診
療

所
の
運
営
状
況
と
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
「
診
療
所
等

調
査
」
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
歯
科
診
療
所
を
含

め
５
箇
所
に
つ
い
て
、
担
当

課
の
説
明
と
現
場
に
て
確
認

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
佐
多

診
療
所
の
診
察
日
等
の
変
更

に
よ
り
、
他
の
診
療
所
受
診

者
の
増
加
が
み
ら
れ
た
が
、

地
域
医
療
の
支
援
は
計
画
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
ま
し
た
。
地
域
医

療
の
後
退
を
防
ぐ
た
め
に
医

師
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
医
師
確
保
と
医

師
会
と
の
協
力
体
制
が
今
後

も
重
点
な
要
素
と
考
え
ま
す
。

▼
経
済
建
設
常
任
委
員
会

５
月
17
日
に
鹿
児
島
市
魚
類

市
場
、
県
庁
水
産
振
興
課
・

漁
港
漁
場
課
、
県
水
産
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
「
水
産

振
興
等
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
、
本
町
の

水
産
業
振
興
策
と
し
て
藻
場

造
成
へ
の
取
り
組
み
、
漁
場

環
境
の
適
正
化
を
図
り
、
多

く
の
補
助
事
業
が
あ
る
中
、

振
興
策
へ
の
意
欲
不
足
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
漁
民
の
日
常

作
業
量
の
多
さ
と
、
漁
協
職

員
の
事
務
の
繁
忙
な
ど
で
充

分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い

現
実
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

農
業
に
お
け
る
技
術
指
導

が
あ
る
よ
う
に
、
漁
業
に
お

い
て
も
漁
民
や
漁
協
を
リ
ー

ド
で
き
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的

役
割
を
果
た
せ
る
職
員
配
置

も
必
要
な
時
代
と
意
見
が
さ

れ
ま
し
た
。
一
次
産
業
振
興

は
町
税
に
直
接
反
映
さ
れ
人

口
増
に
も
つ
な
が
る
と
共
に
、

担
い
手
育
成
も
同
時
に
事
業

効
果
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で

あ
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

▼
議
会
基
本
条
例
制
定
等
特

別
委
員
会

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
11
日

に
か
け
て
、
町
内
13
会
場
に

て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
、
議
会

と
議
員
が
多
く
の
町
民
に
評

価
・
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
議
会
報
告
会
の
継
続

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民

が
実
感
で
き
る
政
策
を
提
言

す
る
議
会
、
わ
か
り
や
す
く

町
民
が
参
加
す
る
議
会
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
第
一
歩
と
し
て
、
９
月
議

会
で
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
、「
で
き
る
事
か
ら
」
改
革

を
積
み
上
げ
、
期
待
さ
れ
る

「
開
か
れ
た
議
会
」
づ
く
り
に

努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※ 

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

７
月
発
行
の
「
議
会
報
告

会
特
別
号
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

総務常任委員会による
観光等調査
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【
陳
情
者
】
町
民
の
た
め
の
議

員
定
数
と
議
員
報
酬
を
考
え

る
会　

会
長　

後
藤
悦
朗 

氏

【
陳
情
者
】
町
民
の
た
め
の
議

員
定
数
と
議
員
報
酬
を
考
え

る
会　

会
員　

後
藤
道
子 

氏

【
陳
情
者
】
社
団
法
人　

鹿
児

島
県
建
築
士
事
務
所
協
会　

会
長　

林　

陽
郎 

氏

みなさんからの

陳情等
処理状況

『
南
大
隅
町
議
会
議
員
定

数
の
早
急
な
大
幅
削
減
つ

い
て
の
要
望
』
に
つ
い
て

『
院
定
数
削
減
つ
い
て
の

要
望
』
に
つ
い
て

『
業
務
報
酬
基
準
制
定
に

伴
う
、
建
物
の
設
計
等
業

務
発
注
に
か
か
る
要
望
』

に
つ
い
て

【
陳
情
者
】
反
原
発･

か
ご
し

ま
ネ
ッ
ト　

代
表　

橋
爪
健

郎 

氏

【
陳
情
者
】
原
水
爆
禁
止
鹿
児

島
県
民
会
議　

議
長　

荒
川

譲 
氏　

他
１
名

【
陳
情
者
】
鹿
児
島
県
教
職
員

組
合　

大
隅
支
部　

南
大
隅

地
域
協
議
会　

議
長　

湯
地

勝
弘　

氏

【
陳
情
者
】
宮
田
校
区
自
治
会

【
付
託
先
】
経
済
建
設
常
任
委

員
会

◆
平
成
23
年
９
月
陳
情
に
つ

い
て
、⑦
文
書
配
布
⑧
３
件
の

未
掲
載
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
申
し
上
げ
、
次
の
と
お

り
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
陳
情
者
】
小
岩
正
博 

氏

【
陳
情
者
】
南
大
隅
の
自
然
を

守
る
会
代
表 

肥
後
隆
志 

氏

【
陳
情
者
】
渚
を
守
る
会　

中

村
優
氏
・
前
田
守
氏
・
寺
田

秀
徳
氏

▼
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所

管
事
務
調
査
（
７
月
３
日
〜

４
日　

鹿
児
島
市
）

▼
郡
議
長
会
正
副
議
長
・
正

副
常
任
委
員
長
研
修
会
（
７

月
12
日
〜
13
日　

鹿
児
島
市
）

▼
総
務
常
任
委
員
会
所
管
事

務
調
査
（
７
月
30
日
〜
31
日

　

湧
水
町
・
指
宿
市
）

▼
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所

管
事
務
調
査
（
６
月
25
日
他

　

町
内
・
町
外
）

▼
総
務
常
任
委
員
会

（
観
光
協
会
組
織
づ
く
り
等
調
査
）

▼
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
遠
隔
見
守
・
医
療
事
業
等
調
査
）

▼
経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
海
岸
環
境
保
全
等
調
査
）

『
汚
染
が
れ
き
の
受
け
入

れ
拒
否
を
求
め
る
陳
情
』

に
つ
い
て

『
大
浜
ゴ
ー
ル
ド
ビ
ー
チ

沖
の
海
砂
採
取
中
止
に
つ

い
て
の
陳
情
』
に
つ
い
て

『
核
関
連
施
設
拒
否
条
例

の
制
定
を
求
め
る
陳
情
』

に
つ
い
て

『
核
関
連
施
設
（「
放
射
能

汚
染
が
れ
き
」
を
含
む
）

の
町
内
受
け
入
れ
拒
否
の

条
例
化
の
制
定
を
求
め
る

陳
情
』
に
つ
い
て

※ 

本
件
は
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

『
核
関
連
施
設
立
地
拒
否

条
例
に
関
す
る
陳
情
』
に

つ
い
て

『
核
廃
絶
・
平
和
行
政
に

関
す
る
要
請
』
に
つ
い
て

『
少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
定
数
改
善
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

１
復
元
に
係
る
陳
情
』
に

つ
い
て

※ 

以
上
の
陳
情
に
つ
い
て

は
、
全
て
文
書
配
布
と

し
ま
し
た
。

議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

閉
会
中
の
継
続
審
査

並
び
に
調
査
申
し
出

に
つ
い
て

議会を傍聴してみませんか！
　議会は、年に 4回（3月・6月・9月・12 月）
の定例会と必要に応じて開かれる臨時議会があり
ます。
　傍聴にはお気軽にお越しください。
　日程等詳しい事は、議会事務局（TEL 24―
3141）までお問い合わせください。


